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五十嵐淳子さん

昭和27年生まれの23

歳。浦和市出身で特技

は茶i草、ギター、水泳
趣味は読書という多芸

なお嬢さん。腕爾「議

員 I r凍"-1Jやテレピ
「王手若手物議」に出演。
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市民綴談窓/市役所雷(22)17ω 

一般法摺本目談・径月第2火躍尽 '13持-16時〈人数制限有) 7月13日

人権法律相談・億月第 1 土曜g ・ 13時~16時 7J'l3B 

行政官胃相談・鰐月第1土曜日・13持-16時 7月3日

登記相談・毎月第2金擢日・13時-16時 7月 9臼

宅地t建物相談・結月第4火曜日 -13符-16時 E人数鍛限有) 6月22日

発明考察 C特許2格差亮・毎月第2J'l隈臼・ 10時-15時 7月 5B 

下請取守!)%@lあっせん a毎月第3ホ鴻包13日寺-16関 6'月17日， 7月15日
消費生活相談命毎週水曜日。1日持-151時

青少年鵡談・平日、 9時-1臨時 a常設仁青少年諜〉

教育研究所相談議智(3D6850 
数湾綴談・ 3寺島璽Eヨ~金畷臼島幸時-1邸寺 旅受付{針自談開始時間から

事襲俊樹談窓/j湖南地区行政セン7-曹(22)2711 
<>法樟栂談毎月第2第 3金曜日 13時-16時〔受付8時半、電
話でも可コモのf由、毎月数青木E談、交通事故相談、内職相談、
高鱗鴻謄d童相談を行っていまずa
<>巡厨県民相談 6月25臣、 13時-18時平域駅北口交番前
〈相談は法揮相談、教育娼談交通事政相談、県政一般相談

など〉

事富枝会館内沼談皇室密(33)おお
心配むと相談'毎趨月曜日仁第5を除く)13時-15時
母子穏談事平臼、 9時-15時30分・常設

・平日、車時-16時ト常設
-平自由時305ま-16詩，常設
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、
こ
ζ
で
い
は
引
を
つ
け
な
け
れ

〈
択
行
此
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
ば
な
ら
乏
い
の
は
…
み
ん
な
の
市
民

5
し
て
、
乙
の
選
択
ぞ
一
誤
ら
な
い
の
が
一
つ
よ
は
、
何
人
的
な
安
明
や
陳
情
を

>
震
に
諜
せ
ら
ー
れ
た
も
っ
と
も
事
聞
く
た
め
の
も
の
で
は
な
い
と
い
一
フ

な
内
事
だ
と
申
せ
毛
し
よ
う
。
己
と
で
す
。

数
か
月
ほ
ど
前
か
ら
丞
一
色
謂
む
中
の
」
と
い
う
結
論
を
私
一
な
り
に
出
し
し
か
し
、
乙
の
選
択
を
す
る
に
当
地
域
む
問
題
点
が
荷
数
全
悼
と

に
ρ
市
長
室
と
い
う
の
は
い
っ
た
い
て
み
る
と
、
も
う
む
っ
と
し
て
は
い
っ
て
は
、
ま
ず
第
一
に
市
民
が
何
を
ど
う
い
う
お
ぴ
つ
一
さ
を
持
っ
か

だ
れ
の
も
の
な
の
か
H

と
い
う
蒔
凶
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
求
め
て
い
る
か
を
酌
唯
一
刊
に
犯
り
、
し

1
全
底
的
な
市
政
と
地
域
と
い
ヨ

が
い
す
わ
っ
て
い
ま
た
そ
れ
な
り
に
、
市
長
軍
需
雲
た
か
も
市
全
体
、
霊
童
定
吉
川
空
白
書
は
ど
う
あ
る
べ
き

市
長
震
と
い
う
か
b
に
は
、
そ
の
め
に
フ
ル
に
語
用
ず
べ
き
で
は
な
い
ら
公
正
に
必
要
性
の
有
無
、
重
要
性
古

現
議
溺
瀞
宮
島

y

一

か

hc希
え
は
む
め
た
の
で
-70

の
耐
順
序
を
つ
か
ん
立
行
か
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
各
地
域
の

-
J
号
取
一
寸
J

震
と
市
長
と
が
ひ
さ
き
合
わ
せ

一
三
戸
駅
唱
龍
一
襲
撃
陣
ゆ
だ
乳
時
率
的
川
市
間
延
長
三

プ
/
ル
修
験
瀦
理
ぺ

i
i

日
的
子
。
市
民
の
み
な
さ
ん
は
、

ぷ

撃

事

事

/

市

白

行

政

は

J
選択ド

EUだ
と
な
り
ま
せ
ん
l

i

J

…
市
民
と
い
う
立
場
と
同
時
に
、
白

/
い
わ
れ
て
い
ま
J

七
市
に
対
し
て
は
モ
の
た
め
に
は
市
長
が
市
長
宅
」l
t

、
ァ
戸
市
長
空
白
主
人
に
な
っ
た
つ
も

部
揺
の
主
人
は
市
長
と
き
ま
っ
て
い
数
限
り
な
い
、
し
か
も
い
ろ
い
ろ
な
座
っ
て
い
て
市
民
自
求
め
争
時
聞
く
の

Lり
甘
占
唱
え
主
ほ
し
い
の
で
す
。

ま
す
。
し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
、
積
類
の
行
政
需
要
一
が
出
て
い
ま
す
。
で
は
な
く
、
市
長
が
市
民
の
中
へ
出

こ
れ
が
活
白
は
、
市
政
の
レ
ペ
ル

市
長
は
市
民
の
代
表
で
す
か
ら
、
市

ζ
ぜ
っ
し
た
汗
政
需
要
の
中
味
を
よ
く
か
け
主
行
っ
て
率
直
に
話
し
ム
胃
J

万

万者
百
間
的
、
い
わ
ゆ
る
地
域
エ
ゴ
宇
訴

長
警
い
っ
て
も
、

ζ
れ
は
市
長
一
ざ
ん
み
し
、
ど
れ
を
一
と
白
、
ど
れ
を
法
主
ら
な
け
れ
ば
な
D
ま
せ
ん
。

除
し
、
平
塚
市
民
み
ん
な
の
た
め
の

人
の
も
の
で
は
な
く
、
市
民
み
ん
な
捨
て
る
か
を
兵
め
る
。
そ
し
て
と
U

い
い
か
え
れ
ば
市
長
誌
は
市
庁
舎

説
る
く
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
μ

の
も
の
だ
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
あ
げ
る
乙
と
に
し
た
も
の
に
つ
い
て
の
中
田
不
動
の
も
白
で
あ
っ
て
は
な

へ
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
+

尽
く
平
凡
な
、
む
〈
当
り
前
の
に
は
、

ζ
ゐ
ど
は
実
施
の
順
位
を
つ
け
ら
な
い
。
積
械
的
に
動
く
市
長
宇
で
除

と
で
す
が
「
市
長
室
ば
み
ん
な
の
も
財
政
白
状
況
と
に
ら
A
合
わ
せ
て
許
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
辛
す
。

4
F

草月!ま?君主襲箆税の第?期分の納期です

く>10時刻分~12草寺

@須賀公E号館、 7E水自治会館

。寺お分~15袴

布、富士見公民館、

5月初日〈水〉

市iこ対する意見・主主望'苦情等ヵ:

あワましたらお気軽にお出かけを



昭
和
五
十
年
度
平
塚
市
青
少
年
相
談
室
の
洛
議
報
告
に
よ
る
と
、
親
近
白
骨
少
脅
非
行
白
実
態
は
、
小
中
学
住
の
不
良

η為
の

増

加

ム

マ
室
生
非
刊
行
の
増
加
、
瞥
嘉
行
の
漸
増
な
ど
、
年
々
探
刻
化
し
て
き
で
い
る
。
そ
こ
で
、
最
近
の
青
少
年
の
動
容
量
ひ
と
り
ひ

e

ム

マ
と
り
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
と
、
霊
に
お
い
て
一
号
化
の
き
ざ
し
童
め
に
発
見
す
る
手
が
か
り
と
し
て
省
隼
謀
で
は
「
悲
ム

マ
必
白
書
口
止
か
舎
と
「
線
装
か
る
み
た
非
刊
行
化
」
静
作
成
し
た
。
こ
れ
ら
玄
一
奪
に
し
な
が
担
、
改
め
て
み
な
さ
ん
と
安
打
問
題
ム

マ

i
j
宇且
FJ
え

て

み

よ

う

。

・

ム

も
っ
と
佼
く
考
え
一
関
心
を
持
っ
て
い
+h~き、

v
だ
右
う
か
。
一
庭
環
塘
争
う
く
っ
て
い
た
ぜ
き
た
が
。

と
れ
絞
殺
会
に
、
わ
密
寸
に
も
っ
と

お意義毒事

禁止さ

。落足立式や関!苫祝いの7t縁

。お祭りなどの寄付、おi酒

。お葬式の香典、花輪、供花

。結婚のお;況金やお祝.1'"

。出産等のお祝い金品

。食事やおみやげ

薬剤の童文布設残

ロて地区3

6月16司 竜城ケ丘自治会
ρ 17日 平自治会

ク 188 虹ケ沢東部・西部自治会
{/' 21日-22日 花水台自治会
?' 23日 撫子原自治会、麿ケl京自治会
.. 25日 黒部丘西部忠治会
タ 26白 黒部丘一長さず担当治会、黒部丘第 i親

fpff会

タ 28日
夕 29日

E真土地区1
7 月 1 沼 ~6 日 真土民釘え連合会

E八幡地区3

7月12日---16E-J 八噛地区連合会

民雨天J等により El程が変わる場合がある。そ
むf告の地区は次号でお知らせするe

羽衣自治会



ど
う
、
じ
よ
う
ず
に
か
け
た
o

「
う
ん
、
む
ず
か
し
ぐ
っ
て
留
っ
て
る
の
一
」

ι
3

品、

7 月 ~8 J'l箆

ところ玄t~~公野球場他

E申込み方法l
'第一部，J咋一生の部駐留 1名、選手14名

・第二部ヰ学生の部 '" 

京チーム編成はノれ学校通学区;，軒勺で。なお

z甘学生で市内中学校持背大会に事加する

ものは 3名以内とする

7 刃 88 までにJ\\~百台体脊宣言内体
育言葉 (31. 3(渇0)へ

とき



マ
応
募
点
数
一
人
三
句
ま
で

マ
選
者
藤
沢
者
間
民

門
短
歌
}

マ
顔
「
夏
の
雑
よ
」

マ
応
募
点
数
一
人
一
一
誌
以
内

マ
選
者
島
揮
秋
聞
気

A
V

応
募
資
格
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
一
φ
締
め
切

D

7
月
初
日
(
レ
ヘ
)

在
学
す
る
者
で
未
発
衰
の
作
品
に
限
一

曲第6番アメ!JカJ Cスメタナ'1ぶ東西君
事国演奏〉

7月17日仁土コ Eボピュラ-)
シャYYン特築 「シノレピイ・ノ ~jlンタンノ
ライブ・イン・パ!JJ 熱唱/7I-7::'-1:!
ア劇場のミシェノレ eゴザルドクJ

つ

し

う

期
間
少
年
課
で
は
、
青
少
年
の
鑓
長
育
成
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
広
く
市
民
の
手
な
さ
ん
か
ら
「
私
白
提
言
」

「
片
務
作
文
」
「
標
語
」
「
ポ
ス
虫
1
」
由
募
損
世
符
っ
て
い
る
。
応
募
資
格
や
対
象
は
そ
れ
ぞ
れ
事
フ
一
炉
、

家
族
そ
ろ
っ
玄
費
時
と
テ
ー
マ
に
あ
っ
た
も
り
宇
選
ん
で
応
募
し
て
い
た
官
ぎ
た
い
。
鯖
拍
坊
hν

は
五
月
十
自

と
時
鵠
も
十
分
あ
る
し
、
す
ば
ら
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
る
作
品
#
お
待
ち
し
て
い
る
。

i!i116igjjjijji 
lii詩!?Fi空
ii1!?ii:iだ;!;;!
ド日 rziii i E1葉

詩集 乏し

izii;512「市民文芸寸;i
Ei;51-ij 

刊川"川iυi川"山川川"川川l口川川"川"山

新東海道五十三次 井上ひ吉し

i鵠冶鼠抽人 井上ひ古し

;高葛台の家 松一本本寓張

Z空Eを淘ける影 華新号閲次郎

聖職の碑 新回次袋賂E 
新西洋事f情育 深田祐介

IJ培見G瓦Q 梶山苧之

悪漢E図司銭 河野典生

毎臼が日寵8 技波山三郎

産閥銅の中の黄金 半村良

土幻〕 網z淵存悶{稜艶
めくぐ守D渓い i龍愛藤包窃君生
男を探せ ;Jv岨怯、友京

母娘夜蝶 Y花E登箆
E思Eつた綾とD 佐江提一

理 向井由E昇
天北原野上下 三時綾子

アラブのζζろ 曽野綾子

男のボケy ト 丸谷才一

illlllllWIノンフィクションIlllil!ii!11
iJ'らゆきさん 森崎和江

黄色い兎間宮 h唱義底値
立も書かなかった対吋高 閣JJ;}if

アンクノレ・トDス交遊操 棚原良平

田畳半捜白下張裁判i 野坂昭如

わたしむ渡位百言己下 高峰秀子

アレキサンダ」の送 井と靖

古山郁夫画

クララの明治日記上下

クラヲ・ホイットニ一

日本近代哲学史 宮IIi透等編
T¥--;.吃伝 辻村ジ.，''7プロ作品集

シノレクロード爆遺言己 大宮見識夫

11111111111111111門家庭生活[I ， I I I I ， I I I I i I I ~ 1 1I 
念蕊の病虫害 休宮古

世界白編駒子供特議 ゲ々ーグ

品週月曜日第三日曜日毎月末日

平器市E司醤書官電話 く3D0 4 1 5 団体で見学したい方は、事部'Hこ申し込みを。
部体の蝿合の投影日は、京・木曜巨の二日間

で、受げ付けは投影日の30目前から 7臼的。

催しものの申し込みは、電話または[藍接来

館のうえお気軽にどうぞ

多;f-ランディア入r~~毒~
一一一みんなでボランテイプを考えよう一一…

。7月148(71<) -21臼仁オO 午陸自時3C分
から8時30分まで。
・勤労青少年30人を対象

争オリエンテーワンゲの集い

一一徒歩オ!}エジテ-lJ~':7'大会一一一
• 7.Fl18日〈呂〉午前10時から午没4時
.勤時青少年50組を封象
・集合場所 県立湘南青少年自家

・距離とクラス男子組約8帥

女子綴約6帥
混合組約7帥

・原貝せとしてチ」ム事方口仁2人または3人で
1チ」ムとする〉

・雨天由場合は中止

φ楽綴教室i
一一親子で楽しい焼ものづ<t>一一

• 7月24日〈土〉午後2時から4時まで
"引対象
噂議5:， 3宅..1......70 2宮

観覧料 1入1日目立J 定員128人

-録ヲ種目、第3臼曜呂、毎月末日

会料金午前亡9時 -12時まで) 4，000円
，1子慢c1時-4時名目分) 5，000F弓
・昼明 (9時-16時50分) 9，000fII 

ただし、平塚市民以外の方および市外の習

部が使用する場合は5害l増し。
之さ申し込み 利用する自の30日から 7巳前ま
で。

一一く〉ブラネヂワウムのご案内く〉一一

古 7汚の掛議議題「七夕自主霊J
古7月の投影日
• 3日〈土〉、 4日仁日〉、 10臼 C:D、11
日〈日コ、 17日仁士;)、 21日く水〉、 22日
仁木〉、 248C土コ、 25白〈日〉、 28臼〈刀く〉
、29日('*'コ
立投影開始時刻

10時と14時

や月{列車全額会 10時と14時

7月 4臼 ζ日〉
「戒厳令J カラー 2時間
イブ・モン占ン主演、 73ルイ デ')ツク貰
受賞伊品

争こども映商会
7月258(日〉
「ノムさな五ヲのお話J カラ- 20分
!ゆiJ'いな動物村J カラー 30分

やステレオコンサート 14時

6 )守26日とと) Cオミピュラ-)
「ピ}主」ネロ/ラブ・すクYズデヨッ
クスJ

仁土〉

※童夢5寵童相の発涜は、それぞれの投影開始時刻
の 1時間-1時間30分前
骨喜重体の申し込み

投影開始時刻

1回目明後1時40分~
2ll韮呂午後3時~

1回目午前1仰寺30分~
2間百 午後1時3自分~

午屯愛2醍ト-1窃
くただし、夏休みだけ〉

や自然{こ華置しむ会

一一砂浜にひっそ白咲く化合訪ねて一-

• 7月4日〈臼) 9出子---158'i'j
・場所平語海惇吋J丘
a先清30名雨天中J土

曜静翠をJl.る会

白鳥臨む二重量星仁ロミオとジ.，'Jエ yトコ

を見ょう

• 7月 38(土コ 18時 -2C時
払場冴平塚市博牧館前庭

・先着30名曇天中止

場静竹事担ヱをf学る会
かんたんにできるおもちゃ一一句

・7月11日〈日) 12時-16時
傘場所博物館斜学教室

・先着20名 4波書金主主4年生以上

。員詳しi6み方法 いずれも往復はがきに

釦所・民名者記入して平壇市博物館へu

・平車市博物館平254 平塚市浅爾町12-
41 電話33-5111

く〉茶室のご重量肉。

会主主緩台Eヨの茶室fs'j伊j用守幸喜



①母子鍵操手帳〈転入した人は!日住

所で使っていた母子健康手媛〉

<ID筒診索〈ζの緊は必ず喜まで記入し

て体協を測定してきてください〉

く〉予防接穫を受けられない人

①予防接揮を受けて 1週間たってい

ない人。②はしか、 BCG、種痘、
IJ\J，~マヒ生ヲクは、それぞれ 1 か月
出題隔をおかないと受けられません

@その他、有熱患者、けいれん位体

構、心臓血管系、腎臓または前一路に

耳立空、があ白医飯にとめられている人

〈三種毘合予訪接種〉

豊富対島.[揮 1 期1~3 回受ける.

2歳 (24か月〉から4歳 (48か
月〉までの幼児， (接種偽句者は2
@]3@]とも3週間から8週間〉
主主'36か月までに 1期が完了しないと
2期の)1'訪日接種が、 48か月までに
受けられなくな白ますので、む了

欽〈ださい。

ま第2期J~l 回受ける。

祭事l期の3回目が終ってから1年
以上の期間をすぎた2歳(24か月〉
から4歳仁48か月〉まで白幼児

豊富時間・ 1諒寺3C分~15時までe ただ

し国I'De:会怒は14時_..__.15時
[6月3
18臼 崇蕎公民館 7世公民館
民中史農協土沢支所

19日大野公民館横内ヨ地集会場
※豊田公民館

20白須寅公民館民松原公民館

相制附t口?川川iυ川;打仰山1υ"川 l川j幻山川川川iυ川山l“川川t“川5付1川 3幻山川i日山山"川;υ川1“3

合住所中軍14の21槙浜ゴム平塚
製造所へお勤めのF!J)馬隆さん (30
歳〕とみどlJさん(2E歳〕の長女。
現在5か月で身長問団、体重 7，2
培、 50fl"12Jl24日生まれ。
聖子ちゃんは誕生臼のとおD、
主主主よしこの夜白「窪」を取って名

付けられたロまた、今は亡き縫さ

んの父は、東京オJJYピックのト
』チ〈理火をi聾ぷたいまつ〉を考
築された人o そんな乙とは知らな

い聖ちゃんニコニコあいそ7うまいい

生活関連物資錨絡競査

消資生活モニ夕日30人による 5 の平均臨格

品目 1 規格|小売直スーパー百貰l苫

L 66'9 I 560fTJ 553rrJ 575fIl 

4詰失 I 166FLJ 153円 169円
1009 I 1701ヱj 165F工 162fYJ

1 k9 I 147f'j 155河 15S円
1増 I275内 268FJ 267rXj 
4509 1 2051"j 1891LJ 18Wl 
1 k9 I 1381寸 139fム 139fTJ
1 2 I 1山円 1951可 198F弓
101<:9 I 1494fI1 一一一 一一一
182 I 6911弓 一一一

5月 1臼7わらプロパジガスの襟世間培が尉
躍になDました。モニターの平均似格く10国
=4. 82m1換算コによると価格が若1値上がり
しているようです。

5月21お5翻〈段〉
1川川"川川f付川川1口l

.，静

[1日1回1

6月22日 祭器公民館
同中央畏協こと沢支所

，y 23日旭公民館出薩回公民館
タ 24日大野公民館

横内団地盤会場

'y 25臼痕駕公民館民松原公民
館出金田公民意官

[2自]自]

6 Jj29自 主民醤公民館
/ 同中央農協土沢支所

1--30日 旭公民館法重量間公民館
7月 1臼大野公民館

横内団地築会場

タ 2日須賀公民館民松原公民

館民金田公民E官

12月分まで受けfざけています。

平めにやし込んでください。

-挙式努係

披露密会場

"2，000戸3

35人以下 1. 2∞円~1. 400円

50人以下 手 2 ， 10日円~2， 200内
B白人以下 。 2，40C円

'午前9時~午後4時30分

ー毎i車月橿日・祝祭尽の翌日

7月8日土屋公民館
'" 9日市役所B会議室
~ 15白 霊豊田公民館
'y 22日金自公民館
8月 5日事品公民館
.y 12白横内団地集会場

時健補生課では、初めて妊娠され

た万のために、分娩・育渇に対する

不安をな<1し、明るいさti告ができる
ように母親数釜を聞きます。

日程 7月 5日、 12缶、訪日、 26日
場所市役所B会議毛
時首 13時'3(分~16時まで

申込み電話かハガキで

浅間関J901 市樺健衛生諜
鷺謡22~1700肉親231

一一保健暫努だより一一同一一由町四四四回

母子岳主購手肢をもってお出かけ〈

ださい。

女48年 3月生れで3殺沼健診を受け
ていない方白うち、 ζ とばや心理D

面で心配りある方は保健所く32)01 
30へ連結してくださいロ
E彊場所・
軍事時間・

[3か月児鍵診3
8寝と対象L目
7 fl 2 日対象51年 3 月 1 臼 ~10日空Z

'" 9 日夕 51年 3 月 11 日~~ハ門生
タ 168(/ 51年 3Inll1~'ニ

[3歳児縫診3
7 月 1 日対象48年 5 月 1 日 ~101

ク 15日夕 48年 5月1]臼~初日'1ミ
ク 22日夕

市民セン主~事務局 TEL (32ラ2235
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5月ほ賞、 7kEiiにアマガエルとr
Jレマメゲエノレがいのは、彼らが卵

を生む苧節にあたっているからで

す。カここんは」手中ポ辺で専らし

ているような印号裂をだれちが時っ

ていますが、アマガエノレなどkと

の季節以外は台地のとの焔や草原

でよ〈控を見カミけまナ。意外に乾

いた土地百も生活しているわけで

す。しかし、将からおたまじゃく

しが育つためには、どうしてもポ

が必要でそこで梅たん

ぼはカエル己にぎわうのです。

3吹田むカエルに開きあきたら、

iltくの泊料11にも行ってみましょ

う。ボ~、ポーと、ほんとうに

牛のような大岸で鳴くロシガエノレ

〈賞用ガエル〉白百が関ζえるか

もしません。

ζれらのカヱノレの戸告は、普遍の

テープレコーダーでよく録音する

ζ とが芭きます。いろいろな種類

のカエんの簡を録音して、声のコ

レクジョンを伊ってみてはいかが

でしょう。

水田(こい月[では、 6Hの梅雨
に入ると、一院中j;ごとんの声ーが織

とえてきます。うるさいと援を立

てるばかDでな〈、たまには壊中

震主汀を掠って夜のたんぼを訪ね亡

みるζ とにしましょう。足むしら

えは長枇が安全です。

丹に出てノ3ヱノレ白戸に耳をすま
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は両側のほおを風船Dようにふ〈
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台地i拾いの水田にはプカガエノレiJぎ
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〈
豊
成
町

一
市
民
V

へ

。巡回日程 6月18日〈金〉午前横訳ゴム中原工場
ー午按県農協教育セYター/29日て火〉横浜ゴム
/308 (710棋院エイロタイツプ/7月 1日仁木
) ， 2 臼く金〉横浜ゴム/5 日ひわ小t:~電子金属

一一一一く)--0一一一一

。く〉ご協力あむがとうごさ九、ましたく)0

臼践すニー湘南53本、大東イヒ学46京、主C二醤地区
自治会ミ、沼地三自治会 314本、日本クククジ

コルク52本。敬忍の呂におとしよりを祝う

ため、金婚式とダイヤモY ド婚

を迎えるご失言葉と、高揚告老夫妻

〈己主婦とも9C歳以上コをさがしヶてい

ます。該当する方は、 5月20A
まYでに民生委員に申し出を。

E金婚該当者1
大正14年 9 月 16 日 ~15年 9 月15日ま
でに結婚された方。結婚後50位。
Zダイヤ宅ンド婚3
大正4年号月四臼~
でに結婚された方。
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